
「
ロ
ッ
ク
と
一
言
え
ば
タ
ブ
ラ

「ロックと蓄えばタブラ・ラサj考

「
ロ
ッ
ク
と
言
え
ば
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
と
、
い
ま
だ
に
一
一
…
一
口
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
彼
の
主
著
吋
人
間
知
性
論
」
に
は
そ
の
一
一
言
葉

は
出
て
こ
ず
、
代
わ
り
に
「
白
紙
」

Z
Y
5
3宮
門
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。

確
か
に
ロ
ッ
ク
は
、
二
ハ
七
一
年
の
「
人
間
知
性
論
』
の
草
稿
で
J
E
S

S
Z
F
叫
と
、
名
認
を
後
置
し
た
形
で
こ
の
一
一
言
葉
を
龍
っ
て
お
り
、
ま
た
、

「
人
間
知
性
論
い
の
コ
ス
ト
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
（
一
七

O
O年）

で
も
、
バ
リ
ッ
ジ
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
訳
（
一
七

O
一
年
）
で
も
、
「
白
紙
」

は

d
g
z
s
g胡
と
訳
さ
れ
て
は
い
る
。
だ
が
、
「
タ
ブ
ラ
・
ラ
！
サ
」

（
s
z
z
s
s）
と
い
う
そ
の
一
世
口
葉
自
体
は
、
ロ
ッ
ク
よ
り
も
は
る
か
以

前
か
ら
、
し
か
も
、
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
使

用
さ
れ
て
お
り
、
伺
を
も
っ
て
「
ロ
ッ
ク
と
言
え
ば
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」

と
す
る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

せ
め
て
「
ロ
ッ
ク
と
蓄
え
ば
白
紙
」
と
で
も
す
べ
き
で
あ
り
、
ロ
ッ

ク
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
的
関
係
を
明
示
し
な
い
ま
ま
「
ロ
ッ
ク

と
言
え
ば
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
を
繰
り
返
す
の
は
、
そ
う
発
言
す
る
者
の
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フ
サ
」

考

富一

恭

彦

田

学
関
的
姿
勢
を
疑
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

「
タ
ブ
ラ
・
ラ

i
サ
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
の
由
来
を
一
部
な
り
と
も
確
認

し
て
、
こ
の
よ
う
な
流
言
へ
の
再
考
を
促
す
こ
と
、
こ
れ
が
小
論
の
話

的
で
あ
る
。プ

ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

プ
ラ
ト
ン
（
出
戸
含
S
〈唱。・
h
F
M

斗
ふ
さ
切
り
）
は
「
心
を
轍
板
に
除
え
た
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
？
ア
ア
イ
テ
ト
ス
い
（

e
g
gコ
。
デ
ラ
テ
ン
語
名

g
sミ
ミ
5
・
3
r
以
下
）
を
念
頭
に
覆
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
当
該
笛

所
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
知
覚
の
対
象
や
思
考
内
容
が
心
の
中
に
あ
る
磁
の

か
た
ま
り
（
五
℃

2
2
党
三
言
刊
。
〈
ケ
！
リ
ノ
ン
・
エ
ク
マ
ゲ
イ
オ
ン
）

に
刻
印
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
記
比
四
に
よ
る
知
識
の
存

否
を
説
明
す
る
。
ゎ
申
込
℃
君
。
〈
ゅ
（
ケ
i
リ
ノ
ン
）
は
「
磁
の
」
を
意
味
す

る
形
容
認
、
ぷ
咽
円
宮
内
々
巳
。
〈
ψ

（
エ
ク
マ
ゲ
イ
オ
ン
）
は
「
刻
印
を
受
け
る

も
の
」
を
意
味
す
る
名
詞
で
あ
る
。
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当
時
、
木
の
板
を
浅
く
え
ぐ
っ
て
平
ら
に
蝦
を
流
し
込
ん
だ
蝋
板

に
、
尖
筆
で
文
字
な
ど
を
書
き
記
す
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
プ

ラ
ト
ン
の
ニ
一
一
口
う
「
搬
の
か
た
ま
り
」
が
こ
の
蝋
板
の
こ
と
な
の
か
、
そ

れ
と
も
そ
こ
に
何
か
が
刻
印
さ
れ
る
蝋
の
か
た
ま
り
の
こ
と
な
の
か
は
、

必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
が
い
ず
れ
に
し
て
も
、
蝋
を
用
い
た
こ
の

プ
ラ
ト
ン
の
喰
え
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
同
右
2
2
F云
リ
昆
ふ
i
凶

M
M

∞－

n・
）
が
継
承
し
た
。
彼
は
、
『
魂
に
つ
い
て
』
（
＝
∞
℃
門
戸
ぎ
誌
の
ゆ
ラ
テ
ン

語
名
む
ご
叫
ミ
ミ
Q

）
第
三
巻
第
四
章
（
お

3
2
L
u
o巳
）
に
お
い
て
「
書

板
」
（
毛
会
主
吉
弘
ミ
グ
ラ
ン
マ
テ
イ
オ
ン
）
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
を
用
い
、

可
能
性
の
う
ち
に
あ
る
〔
働
く
こ
と
が
で
き
る
が
現
実
に
働
い
て
は

い
な
い
〕
知
性
は
、
現
実
性
に
お
い
て
〔
ま
だ
〕
何
も
番
か
れ
て
い

な
い
書
板
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
宕
〈
ぞ
g
句
。
常
兵
含
詩
℃
仲
〈

4
B
τ
E
H∞S
必
至
。
君
主
v
S
3
2
b〈詰
Zunm右

4
3習
を
を
2
・）

と
言
、
っ
。

2 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
継
承

こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
さ
ら
に
ス
ト
ア
派
に
継
承
さ
れ
る
。
ド
イ

ツ
の
古
典
文
献
学
者
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ニ
ム
宣
言
∞
〈
S
〉
S
F
F

Z
3
1
3
2）
の
『
初
期
ス
ト
ア
派
断
片
集
』
（
忌
ミ
S
ミ
ミ
否
定
ミ
ミ

」
ざ
同
ミ
S
F
3
3
i
s
g
全
三
巻
、
一
九
二
四
年
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・

ア
ド
ラ
i
玄
虫

5
主
き
〉
告
O

F

Z
∞
十
毛
主
が
索
引
を
第
四
巻
と
し
て

こ
れ
に
付
し
た
）
第
二
巻
八
三
（
ア
エ
テ
イ
オ
ス
「
学
説
…
一
藍
第
四
巻

一

〉

主

5
リ、

E
n
g
Eき
号
、
さ
さ
戸
山
メ
ニ
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

一
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

ス
ト
ア
派
の
人
々
の
言
に
よ
れ
ば
、
人
聞
は
生
ま
れ
た
と
き
に
、
魂

の
指
導
的
な
部
分
を
、
い
わ
ば
、
書
き
込
む
た
め
に
う
ま
く
整
え
ら

れ
た
紙
（
H
ε
2の
カ
ル
テ
i
ス
）
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
観
念
を
一

つ
一
つ
自
分
で
こ
こ
に
書
き
込
む
。
（
C｛
M
U
H
S
M
六
旦
言
。
戸
〈
・
含
内
定

詰
主
主
主
ひ
き
③
℃
S
きのゆ
m
H
g
S
君
主
。
〈
突
か
〈
志
℃
。
の
込
山
4
3
H
Aの＆

gn℃

uha℃叶ぷ〈
mwd
向山℃
4
0
〈何戸
huca。j
『℃
C
G
ぷ〈・何回出司。
C
H
C
τ
戸会〈閉山六円
H
G
叶ぷ〈、同

ε〈

何〈〈。忌〈仲〈

S
2
E
6
2
2・）

d
p℃
2
ペ
は
ま
た

d
c℃
乱
。
〈
ゅ
（
カ
ル
テ
イ
オ
ン
）
と
も
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。

ア
エ
テ
ィ
オ
ス
阿
弥
ロ
去
は
一
世
紀
も
し
く
は
二
世
紀
頃
の
学
説
誌
家

で
中
め
る
。

ま
た
、
口
！
マ
市
民
権
を
持
つ
ギ
リ
シ
ャ
人
著
述
家
プ
ル
タ
ル
コ
ス

（口

y
g
s己
主
ゅ
の
・
ま
ー
の
・
口
。
）
は
、
随
筆
集
「
モ
ラ
リ
ア
」
（
ラ
テ
ン

語
名
玄
2ω

－F
ギ
リ
シ
ャ
語
原
題
は
出
。
実
。
ェ
！
テ
イ
カ
）
所
収
の
「
神

託
の
衰
微
に
つ
い
て
」
（
出
∞
豆
島
〈
常
Z
E
5ひ
S
〈
宅
ぷ
G
2℃
S
F
ラ
テ

ン
語
名
常
え
も
の
言
。
ミ
ミ
。
さ
さ
）
に
お
い
て
：
毛
皇
室

a2

P
4
℃9
6
2
ゅ
（
グ
ラ
ン
マ
テ
イ
オ
ン
・
ア
グ
ラ
ポ
ン
）
と
い
う
言
葉
を
用

い
た
（
ム
お
ふ
）

o
d
4
B
G
Sゅ
（
ア
グ
ラ
ポ
ン
）
は
「
書
か
れ
て
い
な
い
」

を
意
味
す
る
形
容
詞
で
、
こ
れ
が

JEττ
吉
弘
。
〈
唱
（
グ
ラ
ン
マ
テ
イ
オ

ン
）
に
付
さ
れ
、
「
書
か
れ
て
い
な
い
書
板
」
と
な
る
。

さ
ら
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
注
解
し
た
ア
プ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（
同
広
す
忌

B
のひ
V
F
G
℃急

5
与
の
一
一

O
O
年
頃
の
人
。

口
l
マ
の
市
民
権
を
持
つ
ギ
リ
シ
ャ
人
で
、
ア
テ
ナ
イ
〔
ア
テ
ネ
〕
で



ト
b
Tく
ム
lト
ム
？
く
申
製
f粍
V'
時
て
子
o；
く
ム
？
く
援
な
え
ゆ
！
誤
必
｝
燃
宮
｛
！
）
ψ
－
 

ト
子
rく
ム
lト
ム
rく
な
『
帝
京
:.1
や
ニ
ド
j
C
：
出
接
:.1
』ヰ
ニ
ド
F

（γ
p
α
μ
μ
α
τ
d
o
v
）
ム
j
二
小
判
慌
4ヰム
-6
；
：
）
「
輸
会
誌
ド
ニ
。
ニ
j

(aypαφov
）
ょ

j
；
二
小
絵
締
結

~!IE
二
七

（Alexandri
Aphrodisi

仰
sis

p
r
a
e
t
e
r
 c
o
m
m
e
n
t
αf
’iιt 
script
α
m
i
n
o
r
α
：
D
e
 a
n
i
m
α
fiber c
u
m
 

mantissa, ed. Ivo B
r
u
n
s
 [Berlin: G. Reimer, 1887], p. 

8
4
嶋
監
）
。

的
。、
h
lト・
If'¥
ー
わ

ν
二
布
二
割
E単
j
ょ
j
二
小
FJ
 e
醤
吋
~
－
C-l-f':.11
ト
lト
入

惚
¥0
‘tabula

rasa’
（
~
ト

iト
・

1ト
ー
中
）
よ

J＃
阿
部
杓
兵
－
-1.:j-v
運送
4
ミ

ミユト
Q
-
4
小
斗
や
時
。
‘
tabula
’（主
1'l, 
lト
）
台
「
思
J'
'rasa
’（ 
lト
ー
中
）

当
「
け
が
♂
兵
｛
！
J'
1
＼；ト♂
:.l“＆
杓
必
｛
！
J
~
制
者
＿
）
＇
「

iさ
ト
♂
斗

布
占
杓
ヰ
ヰ
い
~
胡
伸
長
£
い
二
高
二
（
醤
）
単

J
－＼忌J＃

前
者
←
時
。
‘

tabula

や
p

rasa’~
-
 
1
 Ill
割
足
な
主
主
許
榊
ト
弐
て
τミ
ム
｛
＇
l'く
.
¥Y、
K,l'く

ァ
(Albertus M

a
g
n
u
s
,
 c. 
1
2
0
0
…
1280) ~- 

f
螺
:.1
ο
ニ
ド
J
(
D
e
 

lト
A
n
i
m
a
,
 Liber III, 

Tractatus 2, 
C
a
p
i
t
u
l
u
m
 17
）
や
u
夜
起
勾
吋
’
b
間

iト
盤
J
小
ト
Q
胡
C:.l
や
ニ
ド
j
(
D
e
 intellectu et 

intelligibili, 
Liber II, 

ミ
C
a
p
山
It凶
）
叫
ニ
ド
f）
兵
申
思
ニ
ド
ニ
時
。

，笠
主ぎ
e
味
付
『
e
ム
？
γ
rく
．
ト々
＼
、
「
→
「
？
く
（
T
h
o
m
a
s
Aquinas, c. 

1225 一

I］』
1274) 
ψ
f
）
認
申
濯
毘
＿
＿
）
＇
r葉
静
収
併
J
(Si 
1α
Theologica ψ

 

之
〉
当
S
u
m
mα
Theo/(

ト
prima, Quaestio 79, Articulus 2

）
斗
~
ニ
ド
対
e
吋
小

:J.l]nn
小
。

ロ

_
)
 

、，三
J
長
時

:.1－＜
~
C
石
毛
主
自
主
グ
一
〕
容
認
許
榊
〔
ト
子
l'く
ム
1ト
ム
rく〕

寸

~
 r想
以
や
ニ
ド
j
織
11i蜘
早
.JJJnn
小
吋
小
:.l
＇
照
Hi芸
J
小
ト
-
0
ψ
c
：」

顎
［
＿
）
い
＇
tな
器
製
：
1
ヰヰ
ニ
ト
ノ
崎
：；；；；：：，＇
さ3υ
-Qti
宰
ゆ
納
長
£
ν
；L
布

二
、
1ト
lト
・
！
ト
ー
令
C
吋
小
布
ψ
C
¥
0
-
1
♀
吋
。
（
Intellectus

a
u
t
e
m
 

h
u
m
a
n
u
s
 ・・・
est
in 
potentia respectu intelligibilium, et 

in 
principio 

est sicut tabulαrαsα
in 
q
u
α
nihil est scr伊

tum,
ut 
philosophus 

<licit in III 
d
e
 anima.) 

IT£'.υ
〉
ト
士
ミ
乞
七
ミ
ム
む
？
く
・
¥Y、
K,l'く
な
味
ト
ト
や
1

Iii事
iぽ
Q
ギ
~

g
窯
許
榊
な
1-<¥0
；♀
0
{
!
 k
入
な
ぐ
入
子
-t:'¥
rく
（
Henricus

d
e
 

G
a
n 出
V
O
,
C. 
1
2
1
7
-
1
2
9
3
)
 
暗
＇
f
 f割
和
証
腿
』
（Quaestiones

ordinariae ψ
＿）
-vti S
u
m
m
a
,
 Articulus I, 

Quacstio 10
）
や
’

ト
b
rく
ム
！
ト
ム
？
く
〕
『
帝
京
斗
02.
い
H
睦
111蜘
:.1
ι
6
兵
包
F
「4ミ

将
兵
誌
C
J
表
記
さ

:1＇
朴
~
~
話
：
」

ti
＇
寧
叫
標
~
誌
ド
ニ
布
二
、

1ト
iト・

1ト
ー
中
な
吋
小
布
ψ
C
 \0-1€'t-O J0 

(
S
e
c
u
n
d
u
m
 P
H
I
L
O
S
O
P
H
U
M
 

III0 
D
e
 a
n
i
m
a
 ≪intellectus noster ante addiscere est sicut tabula 

rαsα
in q
u
α
nihil depictum est≫.) 

心
1111日小。

寸。、
h

If'\•
同
－
：
。
、

~
入
な
ぐ
入
子

-t:'\l'く
ti
1対
立
j
‘tabula
n
u
d
a
’
（
仏
ト
iト
.

K
-
~

' 

艇
な
与
ぎ
－
ミ
三
胡
制
m
~
ヰ
ヰ
ド
；
布
二
朝
国
辱
）
ょ

j
；
二
小
＃
凶
器
早
ψ
制
限
J
ド
二

時。

二
~
布

t-0－
＜
臨
ゆ
－
t
i
υ
告
さ

:1窓
胡

-8ミ
占
。
；
L
O
よ
j
；二小
c
胡－



、。寸
：」
0
.：；.ド
j

~脹
111網

~l]lltl.＋ミ
長

\J.二
時
吋
小
~
＇
－
＜
距

G'J夜
起
さ
；！
r
 

I' 
I' 
,. 
I' 
,. 
I" 
,. 
I' 
I' 
I' 
,. 

高
さ
噺
印
刷
土
居

l'(a~irc!Y
「
寧

..,;i場
会

4ヰ
ド
ェ
。
エ
ふ
ト

lト
－
民
一

弘
G'
吋
小
布
..,;i
G' 

J
ヰ
l"R

＆
~
i
安
時
。
（
H
o
m
o
quilibet ad initio 

nihil novit, quia intellectus h
u
m
a
 

est 
≪sicut tα
bula n
u
d
a
 in 
q
uα
nihil depictum e

』’t≫,
ut dicitur in 

Ill0 D
e
 anima.) 
(Ibid., Articulus I, 

Quaestio I.) 

f
)
 Q
「々
＼ト
1ト
・
民
…
弘
J
..,;i 

r
除
ト

lト
・

lト
ー
中

J
ょ

jよ
J..,;l~-J.1

vEEf:
.：；.＆長

~
0
fJ Gl]nat帳
台
F
士民う脅
e
ト
τミ
て
七
ミ
ム
'1>
rく・
¥Y、
K

rく
~..,;i民

迫
れ
）
長
＇
制
V
1111
皐
i記
号
機
e
i虫
l明
G't将
位
日
常
：
l

0
.：；.ドJ

棋
11
網
・
線

111当
相
~
0
ニ
ド
e
眠
盤
j
(Sententia super 11 

et 111 D
e
 anima, Liber III, 

Lectio 2, 
II. 
2. 
I, 
Sententia）

斗
ti'

1""
“」ミ
+0'

J宗
主
t!ti

厚手朗K
~
t
i
写

..,;i智
会
兵
ド
エ
布
エ
払

·l'\lト
・
K
­

弘
G'
吋
小
布

..,;i（
；
~
時
五
〉
〔
…
・
・
・
〕
(
 
... 
est e
n
i
m
 intellectus quasi 

tabula n
u
d
a
 in qua nichil est actu depictum ・ー）

ム
j
；
ミ
小
~
廓
込
由
記
♂
長
崎
。

制
~
＇
ャ
冊
子
Tく
な
零
糾
相
口
：
入
←
ー
・
て
－
fl
入
（
R
o
g
e
r

Bacon, 1214-1294) 
..,;i' 
『ト
F

Tく
ム

lト
ム

rく
G'~脹

1
）
担
糾
制
田
：
i
0.:;. 

い
G'
豆，＇.；斗〔
.Quα
estiones
suprα
libros P
r
i
m
e
 Philsophie Aristoteli.の

や
長
Q
吋
小
斗
1]110小。

4ミミ：；.＋ミ長
G'J宗
主
題
誤
思
土
杓
与
ヰ
!'(a
よ
JwJ.ti
髄
定
時
。
よ
j
；ミ小（；

..,;i'
i容

さ
芝
、
＇
h
i
ト
・
民
ー
た
れ
な
吋
小
布

..,;i
（
；
~
J
ド
制
d
兵
ト

Z<l"R
♂
~
時

時
。
（
H
O
C
C
O
N
C
E
D
O
 q
u
o
d
 scientia nostra est acquisita, quia 

a
n
i
m
a
 creata est 

sicut tabula nuda.) 
(
O
p
e
r
a
 h
a
c
印
刷
S
inedita 

Rogeri B
a
c
o
n
i
 Fasc. X.

ラ
ed.
Robert Steele 

[Oxford :
 Ox
f
o
r
d
 

University Press, 
1930], p. 
5.) 

E
υ
v
号
制
e
去
三
樹
若
手
宇
許
栴
G'
1
 －＜早
.Ii♀
!'(am
く
時
代
.
;.L b
入

代
・
代
打
ム
む
代
（
Johannes
D
u
n
s
 Scotus, c. 

1266-1308) 
..,;i＇『ト

:::" 
fく
ム
lト
ム
rく
な
『
員
会
]E-1-j
司許
j

~
0

.:;.\J e
エ
ム
J..,;l聴
会
や
距
エ
J

(
Q
u
α
estiones subtilissimae s

u
p
e
r
 libros 
M
e
tαp
h
y
s
i
c
o
r
u
m
 

Aristotelis, Prologus) 
~
 -w 
.：；.
νr 

,_)'R
l'(a~

' 
-<llI豆

な
帝
京
当
時
ノ
ミ
二
叩

-filf:~！H
iミ
詔

In'組
組
~
0
エ
ド
ti

時
七
日
制
~
＇
%
＇

!'(do
~.：；.小（；

..,;i'
事
Eえめ栴
〔ト
F
Tく
ム
lト
ム
Tく〕
G' 

f常
~
0
エ
ド

J
i脹
111
網
以
ι6.-'t二百

r
－
＜
臣
e
骨
宗
主
睦
..,;i課
長
£ν

ェ。：；，
－~＇／1\lト

·
K
－
弘

G'
吋
小
高

..,;i（；
~
"
R
u
'
~
；♀ト。

0
(
A
n
i
m
a
 

a
u
t
e
m
 hominis de se 

imperfecta est 
s
e
c
u
n
d
u
m
 intellectiuam 

potentiam, c
u
m
 sit 
velut tabula nuda, in 

qua hihil 
depictum est 

s
e
c
u
n
d
u
m
 Philosophum 3. 

de A
n
i
m
a
,
 ... )
 

よ
1
r
~
·
h
1
ト
·
K
－
弘

J
~BI:

エ
ド
エ
時
。
思

l.... .
Y
~
制

11I-l4-纏
（

Liber

II, 
Quaestio I) 

~
ti' 
芭
号
き
：
」
ト
F
Tく
ム
lト
ム
rく
な

f帝京
~
0
エ
ド
』

~1]11日
同
，
＿
）
“
与
S
&
'

帝
京
さ
ま
や
兵
部
靴
下
.Jti
写
..,;i課
長
£
ド
エ
布
エ
々
＼
ト
1ト・
lト
ー
令
布
；
L

J
主川ト
iト
・
K
ー
た
れ
な
吋
小
布
..,;i
G' r川
号
令
。
〔…・・・〕。

(
A
n
i
m
a
 de 



se 
est 
sicut q
u
αdα
m
 tabula ras

α
，
vel 
nuda, 
in 
q
u
α
hihil 

depingitur ... ・〕

よ
J1現
Y
P
「
lト
ー
中
J
ょ
J
1
K
－
弘
J
いニト
0
0

「
lト
ー
令
J
ょ
J
J
K
－
弘
J
Q
相
同
士
主
’
ト
ヤ
代
、
一
・
バ
ト
も
く

三ミム（
Meister
Eckhart, c. 

I
 
260-c. 1
3
2
8
）
斗
4
ぽ
♂
与
二
時
。
誕
百

(Liber pαrα
bolarum Genesis, 

n. 
138) 
＼：－＇・認なムやや

~1]110小
。

J
長
崎
Lよ
F

〔ト
b

Tく
ム

lト
ム
？
く
〕
~
吋
長
官
，

~-'tヰ
4ミ
£

（；£：＇.品ト
O
J夜
起
さ
芝
、
1ト
lト・
K
－
弘
-R
や
lト
ー
令
な
吋
小
品..，；：＞（；
よ
j

J
ド
母
子
。
〔
－
－
…
－
〕
。
（
Intellectus

a
u
t
e
m
 in 
nobis se 

habet sicut 

tabula n
u
d
a
 et rasa s
e
c
u
n
d
u
m
 p
h
i
l
o
s
o
p
h
u
m
 ... )
 

司や
的
「く｜入ム「く
Q
雪，司
[I

「主
1'
,,I' 
Iト・
iト
ー
中
J
Lよi略
。
νr
ゃ
な
陸
軍
~
.
.
，
；
）
小
！
？

「よ

ph
ドlト
-wf 
J小
。
モ
ト
皐
H
己
＆
刻
ど
ど
E;;
存
舎
に
寂
斗
ギ
11!併
会
J＿
＿
）
＇
；
ト
夜
七
ミ
ム
会
j当

ト
υ
官
制
ギ
E;;
.§王様－＜.：.」＋＜収

J布
戦
端
Ilhい
i：トペ
｛＿！
i'く
て
ャ
入
な
震
が
栴
ト

＼々百
1ト，＇＼，入「く
n
・
 rくト
ム
rく
(Francisco Suarez, 

1
5
4
8
-
1
6
1
7
)
 
士i'
f員会

ii日
目
；
附
縄
料
（Disputatio

附
M
討
中
か
icae
）
四
山
総
吋

ム
j
小
斗
摺
γν
二
時
。

れヘロ
〔
保
護
担
当
Y
や..，；）時

J
..，；）
窓
J
想
-R
兵＼－＇

J二
布
二
、
ト
1ト・
iト
ー
中
な

吋
小
布
〈
思
E;;
JR
刻
印
r
ゃ
な
力
日<m
割
以
4ヰ
エ
νi
部
献
が
時
。
（
…

in 
q
u
a
 p
e
r
f
e
c
t
i
o
n
e
 
s
u
p
e
r
a
n
t
 i
n
t
e
l
l
e
c
t
u
m
 
h
u
m
a
n
u
m
,
 q
u
i
 
a
 

p、寸

principio est 
t
a
n
q
u
a
m
 tabula rasa, 

in 
q
u
a
 nihil 
est 
depictum.) 

(Disputatio X
L
I
V
,
 Sectio XIII, 8.) 

f
 J
 Q
吋
小
~
，
f々
＼ト
lト・
iト
ー
中
J
ti
＇ト：：：：－－
rく
ム
iト
ム
？
く
よ
jC
 

~
~
~
－
＼
ヰ
ニ
ド
ぬ
-
v
C
－
＜
~
C
起
Bf1"'
時
心
F
j
時
ム
j布
：；；；：：－＇
明
ピ
L」

~
 0
 \J

..，；：＞杓守十五’X'{J*6布
－
＜
~
存
己
fJ
認
~
毘
~
；
{_!o 

<
0
 
D
 0、々
Q
出gm

自由！器
Lょう守

＇•＜
｛＿！
吋
小
斗
F
ロ
ト
も
（
J
o
h
n
Locke, 1632

…
I7

0
4)

~
'f-< 

距
摂
説
緯
J
(An Essay Concerning H

u
m
a
n
 Understanding [1690] 

8射
殺
斗
沼
握
れ
J認｛.！
c
笠
控
叶
な
1
 千く
〈
刊
叶
）
な
糠
I
］
端
接
l
司
卦
操

H
詰
Lよ
4ヰ
ニ
ド
，

－
＜
監
c
－
~
~

「
え

jへ
と
布
わ
〈
朴
J
属
国
会
£
い
二
羽
；

L
{
O
 

誕
J
(
 
white Paper, void o

f
 all 
Characters

）
斗
盤
吋
時
。
＿
＿
）
-R
＿＿）＇『〈

自
宝
石
毛
起
訴
患
j
憐
轄
と
」
士
i
'rasa tabula' 

(
 1トー
中
・々
，
.
：
］
ト
iト
）
ム
j
二
小

1]11at保
存
込
時
ト
Q..,;:>
C
C
 (John L
o
c
k
e
,
 Drafts for the E

s
s
a
y
 C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 

¥-' 
H
u
m
a
n
 U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
 α
n
d
 Other Philosophical W

ケ
itings,
ed. 
Peter 

H
.
 Nidditch a

n
d
 G
.
 A
.
 J.
設
ogers,
vol. I
 [Oxford: O

x
f
o
r
d
 University 

Press, 
1990], Dr(!/t A: p. 

8, 
Draft B: 

p. 
128)' 
<---1
己手杓
誌｛＿！

黒
岩
纏
J
tノゴ：！
'tabula rasa

’
や
‘
rasa
tabula
’よ
j
二
小
1]11日
棋
士
主
魁
座
れ
J

£
ド
ニ
。
ニ
。




